
一 般 質 問

佐
々
木（
隆
）

　
文
部
科
学
省
は
各
教
育

委
員
会
に
８
月
20
日
付
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
対
策
徹
底
を
呼
び

か
け
、
大
学
や
高
校
に
配

布
し
て
き
た
抗
原
検
査
の

簡
易
キ
ッ
ト
を
小
中
学
校

に
も
配
布
す
る
方
針
や
、

国
の
優
先
接
種
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
教
職
員
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
大
臣
も
各
自
治
体
に

協
力
を
求
め
た
。
本
町
の

小
中
学
校
に
お
け
る
新
学

期
の
対
策
は
。

教
育
長

　
感
染
力
の
強
い
変
異
株

の
流
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
感
染
防
止
対
策

に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
現
在
は
中
学
校
の
部

活
動
の
原
則
禁
止
や
、
感

染
リ
ス
ク
の
高
い
授
業
の

自
粛
ま
た
は
延
期
、
家
庭

に
お
い
て
も
健
康
管
理
を

お
願
い
し
て
い
る
。
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
は
90
回
分
配

布
さ
れ
、
教
職
員
の
緊
急

用
に
使
用
す
る
。

教育長／感染リスクの高い授業の自粛や延期、
　　　　家庭内の健康管理をお願いしている

佐
さ

々
さ

木
き

　隆
たか

雄
お

　議員

新学期のコロナ対策は

町長／今すぐ着手する考えはない

18歳までの医療費の無料化を

佐
々
木（
隆
）

　
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
は
、
県
内
で
は
鬼
北

町
が
す
で
に
実
施
し
て
い

て
、
10
月
か
ら
は
新
居
浜

市
や
内
子
町
で
も
実
施
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
は

今
後
さ
ら
に
進
む
と
思
わ

佐
々
木（
隆
）

　
県
内
で
の
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
適
用
を
受

け
、
本
町
で
も
公
共
施
設

は
原
則
休
館
、
図
書
館
も

同
様
に
休
館
と
な
っ
た
。

外
出
自
粛
の
お
願
い
も
重

要
だ
が
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

を
応
援
し
外
出
自
粛
を
促

す
観
点
か
ら
、
図
書
の
予

約
や
貸
し
出
し
方
法
を
工

夫
し
、
図
書
館
の
利
用
を

呼
び
か
け
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

　
新
し
い
貸
し
出
し
方
法

と
し
て
、
電
子
図
書
館
を

検
討
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
図
書

館
の
情
報

化
に
取
り

組
む
。

教
育
長
／
電
子
図
書
館
を

　
　
　
　
検
討
し
て
い
る

コ
ロ
ナ
禍
で
も
利
用　
　

　
　

で
き
る
図
書
館
を

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
で

も
早
期
に
実
施
し
て
は
。

町
長

　
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力

が
強
い
高
校
世
代
は
、
一

人
当
た
り
の
医
療
費
負
担

額
も
低
い
こ
と
か
ら
、
今

す
ぐ
着
手
す
る
考
え
は
な

い
。
近
隣
市
町
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
適
切
な

時
期
に
検
討
を
す
る
。

佐
々
木（
隆
）

　
予
算
化
す
れ
ば
ど
の
く

ら
い
必
要
か
。

保
険
健
康
課
長

　
町
内
の
高
校
生
は
５
６

４
人
で
、
１
４
０
０
万
円

の
負
担
金
が
必
要
と
な

る
。

とべ議会だより
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一 般 質 問

災害発生時の対策は

町長／孤立を未然に防止する

佐
々
木（
公
）

　
熱
海
市
の
土
石
流
や
８

月
の
記
録
的
豪
雨
に
よ

り
、
集
落
の
孤
立
や
多
く

の
人
が
避
難
所
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
災
害
の

防
止
や
、
避
難
所
へ
避
難

で
き
な
い
町
民
へ
の
水
・

食
料
の
供
給
方
法
な
ど
、

災
害
対
策
に
つ
い
て
。

①
町
内
に
大
規
模
盛
土
造

成
地
は
あ
る
の
か
。

②
孤
立
住
民
へ
の
物
資
の

供
給
方
法
は
。

町
長

①
町
内
に
３
カ
所
あ
り
、

い
ず
れ
も
谷
や
沢
を
埋
め

立
て
て
作
ら
れ
た
谷
埋
め

型
で
、
盛
土
面
積
が
３
０

０
０
㎡
以
上
の
造
成
地
に

な
る
。
今
回
の
土
石
流
の

発
生
を
受
け
、
直
ち
に
職

員
に
よ
る
点
検
を
実
施

し
、
の
り
面
や
擁
壁
等
に

異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
ま
た
、
来
年
度
、
国
の

宅
地
耐
震
化
推
進
事
業
を

活
用
し
、
造
成
地
の
安
全

性
を
把
握
す
る
た
め
調
査

を
行
い
、
町
民
の
住
環
境

の
安
全
・
安
心
を
守
る
こ

と
に
努
め
る
。

②
本
町
で
は
、
平
時
か
ら

各
家
庭
で
７
日
間
程
度
、

最
低
限
生
活
が
で
き
る
緊

急
物
資
の
備
蓄
な
ど
、
災

害
に
対
す
る
備
え
を
お
願

い
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
孤
立
状
態
が
長
期

に
な
る
場
合
や
住
民
の
命

に
係
わ
る
場
合
は
、
県
の

防
災
ヘ
リ
や
自
衛
隊
へ
の

派
遣
要
請
な
ど
物
資
の
運

搬
や
孤
立
住
民
を
救
出
対

応
す
る
。

　
な
お
、
そ
の
よ
う
な
状

況
が
発
生
す
る
前
に
避
難

情
報
を
発
信
し
て
、
早
め

の
避
難
行
動
に
よ
り
災
害

時
の
孤
立
を
未
然
に
防
止

す
る
。

佐
々
木（
公
）

　
町
災
害
時
受
援
計
画
の

中
で
、
15
件
の
企
業
・
団

体
と
協
定
を
締
結
し
て
い

る
が
、
他
に
締
結
予
定
は

あ
る
の
か
。

総
務
課
長

　
現
在
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
４
件
の
企
業
と
締
結

予
定
で
あ
る
。

佐
さ

々
さ

木
き

　公
きみ

博
ひろ

　議員

佐
々
木（
公
）

　
令
和
３
年
度
予
算
に
移

住
対
策
事
業
と
し
て
、
５

３
２
万
円
が
計
上
さ
れ
、

Ｐ
Ｒ
活
動
や
移
住
者
が
行

う
住
宅
の
改
修
費
用
の
一

部
補
助
等
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
耕
作
放
棄
地
を
整
地
し

て
農
業
従
事
者
の
受
け
入

れ
や
、
空
き
家
を
利
用
し

ウ
ン
の
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
現
在
、
若
い
世
代
を
中

心
に
地
方
移
住
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
機
に
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住

相
談
や
県
の
移
住
サ
イ
ト

と
連
携
す
る
な
ど
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
、
移
住

者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
物

件
を
紹
介
で
き
る
よ
う
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
物

件
数
の
増
加
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
農
業
従
事
者
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
農

協
と
連
携
し
、
耕
作
可
能

な
農
地
、
ま
た
は
自
ら
整

地
す
る
農
地
の
紹
介
を
斡

旋
す
る
体

制
を
整
え

て
い
る
。

町
長
／
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

　
　
　
基
づ
き
努
力
す
る

人
口
減
少
対
策
は

佐
々
木（
公
）

　
本
年
度
、
被
災
状
況
現

地
確
認
の
た
め
ド
ロ
ー
ン

を
購
入
し
て
い
る
が
、
活

用
し
た
事
例
は
あ
る
の
か
。

建
設
課
長

　
ド
ロ
ー
ン
は
本
年
５
月

に
購
入
し
た
。
災
害
で
の

使
用
は
な
い
が
、
災
害
復

旧
工
事
の
現
場
対
応
で
活

用
し
た
。

た
子
育
て
世
帯
へ
の
住
宅

無
償
斡
旋
等
を
し
て
は
。

町
長

　
令
和
元
年
度
に
策
定
し

た
本
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
、
２
０
６
０
年
の

目
標
人
口
を
１
万
５
０
０

０
人
に
掲
げ
、
子
育
て
世

代
の
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
、
選

ば
れ
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、

住
み
続
け
た
い
ア
ー
ト
タ

とべ議会だより
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町
で
購
入
し
た
ド
ロ
ー
ン

移住お試し住宅（広田・平団地）



一 般 質 問

髙
橋

　
病
気
や
障
が
い
、
精
神

的
な
問
題
を
抱
え
る
家
族

の
介
護
や
世
話
を
し
て
い

る
18
歳
未
満
の
子
ど
も

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
へ

の
支
援
が
問
わ
れ
て
い

る
。
当
事
者
と
い
う
自
覚

が
な
く
、
表
面
化
し
に
く

い
こ
と
か
ら
孤
立
し
学
業

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
現
状
把
握
し
た
事
例

は
あ
る
か
、
ま
た
実
態
調

町長／認知度向上と意識啓発に努め
　　　早期に実態調査に着手する 髙

たか

橋
はし

　久
く

美
み

　議員

介護する子ども「ヤングケアラー」
への支援は

査
は
で
き
て
い
る
か
。
問

題
解
決
の
体
制
や
相
談
窓

口
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
現
時
点
で
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
教
育
・
子
育

て
・
福
祉
関
係
と
連
携
し

実
態
把
握
、
認
知
度
向
上

に
努
め
る
。
県
、
市
町
の

方
向
性
が
ま
と
ま
り
次

第
、
実
態
調
査
に
着
手
す

る
。
子
育
て
支
援
課
や
介

護
福
祉
課
が
窓
口
と
し

て
想
定
さ
れ
、
担
当
者

や
関
係
機
関
の
専
門
家

を
招
集
す
る
ケ
ー
ス
会

議
で
情
報
共
有
し
解
決

に
あ
た
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
配
慮
し
、
適
切
な
方

法
を
選
択
し
た
い
。

髙
橋

　
ゆ
と
り
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
は
手
軽
に
楽

し
め
る
場
で
あ
る
が
、
日

陰
が
少
な
く
、
ま
た
ト
イ

レ
ま
で
の
坂
道
も
不
便
で

あ
る
。
東
屋
の
増
設
・
屋

外
ト
イ
レ
と
手
洗
い
場
の

設
置
・
危
険
な
階
段
を
整

備
す
る
考
え
は
。

教
育
長

　
東
屋
の
増
設
、
ト
イ
レ

等
の
設
置
は
、
費
用
面
で

考
え
て
い
な
い
。
休
憩
に

は
体
育
館
や
良
質
な
木
陰

が
最
適
で
あ
る
。
施
設
は

定
期
点
検
と
修
繕
で
適
正

管
理
に
努
め
て
い
く
。

髙
橋

　
木
陰
は
マ
ム
シ
の
出
る

危
険
が
あ
り
、
土
足
禁
止

の
体
育
館
は
不
便
で
あ

る
。
体
育
館
横
の
空
き
地

に
屋
外
用
テ
ー
ブ
ル
と
椅

子
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。教

育
長

　
検
討
す
る
。

髙
橋

　
施
設
建
設
に
あ
た
り
町

民
、
利
用
者
の
意
見
を
聞

い
て
い
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長

　
町
民
や
指
定
管
理
者
の

要
望
を
担
当
課
で
調
査
し

て
予
算
計
上
し
て
い
る
。

髙
橋

　
広
報
で
周
知
し
、
町
民

の
意
見
を
集
約
し
て
ほ
し

い
。

教育長／費用面で考えていない

ゆとり公園グラウンドゴルフ場に
トイレ・東屋の設置を

とべ議会だより

令和３年11月１日発行
（8）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

ヤングケアラーはこんな子どもたちです
家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情
面のサポートなどを行っている18歳未満の子どもをいいます。

障がいや病気のある家族
に代わり、買い物・料
理・掃除・洗濯などの家
事をしている

家族に代わり、幼いきょ
うだいの世話をしている

障がいや病気のあるきょ
うだいの世話や見守りを
している

目を離せない家族の見守
りや声かけなどの気づか
いをしている

日本語が第一言語でない
家族や障がいのある家族
のために通訳をしている

家計を支えるために労働
をして、障がいや病気の
ある家族を助けている

アルコール・薬物・ギャ
ンブル問題を抱える家族
に対応している

がん・難病・精神疾患な
ど慢性的な病気の家族の
看病をしている

障がいや病気のある家族
の身の回りの世話をして
いる

障がいや病気のある家族
の入浴やトイレの介助を
している

©一般社団法人日本ケアラー連盟 / illustration : Izumi Shiga



一 般 質 問

日
野

　
公
共
工
事
等
の
入
札
に

関
し
て
は
、
公
平
・
公

正
・
透
明
性
が
重
要
で
あ

る
。
本
町
で
も
電
子
入
札

を
導
入
し
た
り
、
入
札
結

果
を
公
表
し
て
い
る
。
①

複
数
の
入
札
に
お
い
て
同

一
金
額
、
②
事
後
公
表
で

あ
る
最
低
制
限
価
格
と
同

額
、
③
ほ
ぼ
全
業
者
が
最

低
制
限
価
格
で
の
入
札
な

ど
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
な

る
の
か
。
正
当
性
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
表
示
の
仕
方

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
町
発
注
工
事
に
つ
い
て

は
、
予
定
価
格
の
事
前
公

表
や
、
最
低
制
限
価
格
の

算
定
基
準
な
ど
を
掲
載

し
、
入
札
の
透
明
性
を

図
っ
て
い
る
。
品
質
を
確

保
す
る
最
低
制
限
価
格
に

近
い
価
格
で
の
競
争
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
公

正
な
執
行
が
な
さ
れ
て
い

る
証
し
で
あ
る
。
わ
か
り

や
す
い
表
示
の
仕
方
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

日
野

　
県
で
は
総
合
評
価
方
式

を
採
用
し
、
入
札
金
額
だ

け
で
は
な
く
提
案
書
の
中

身
が
優
れ
て
い
る
場
合
は

そ
の
業
者
が
落
札
す
る
方

式
を
と
っ
て
い
る
。
本
町

で
も
採
用
し
て
は
。

町
長

　
県
の
場
合
、
県
下
全
域

に
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
こ
の
方
式
を
と
っ

て
い
る
が
、
本
町
の
場

合
、
現
行
の
ま
ま
で
も
町

内
の
業
者
で
あ
れ
ば
十
分

競
争
で
き
る
。

教
育
長

　
部
活
動
に
つ
い
て
は
生

徒
の
自
主
性
・
自
発
的
な

参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

①
年
１
回
実
施
し
て
い
る

学
校
評
価
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、
要
望
は
出
て

い
な
い
。

②
人
材
確
保
が
難
し
く
導

入
で
き
て
い
な
い
。
今
後

と
も
人
材
確
保
に
努
め
て

い
く
。

③
部
活
動
の
参
加
の
有
無

に
つ
い
て
は
、
調
査
書
の

中
に
優
秀
な
成
績
の
場
合

は
記
入
す
る
。

④
地
域
で
活
動
し
て
い
る

チ
ー
ム
を
中
学
校
の
教
育

活
動
に
組
み
込
む
必
要
が

あ
る
。
当
該
指
導
者
と
の

連
携
が
不
十
分
な
場
合
は

認
め
て
い
な
い
。

日
野

　
文
部
科
学
省
や
ス
ポ
ー

ツ
庁
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

受
け
、
本
町
に
お
い
て
も

「
中
学
校
に
お
け
る
部
活

動
の
方
針
」
が
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
、

①
生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
部
の
設
置

②
専
門
知
識
を
持
っ
た
部

活
指
導
員
の
配
置

③
部
活
動
に
よ
る
内
申
点

の
影
響

④
地
域
で
活
動
し
て
い
る

生
徒
に
よ
る
中
体
連
の
試

合
参
加

以
上
４
点
に
つ
い
て
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

日
ひ

野
の

　惠
けい

司
じ

　議員

教
育
長
／
部
活
指
導
員
の

　
　
　
　
人
材
確
保
に
努
め
る

中
学
校
の
部
活
動
の　

　
　
　
　
　

あ
り
方
は

入札金額及び表示の仕方は

町長／予定価格等の事前公表により
　　　公正に執行されている
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入札結果表（公表している入札結果表の抜粋）

部活動で頑張る生徒たち 地域スポーツで競技力向上を目指す生徒たち



一 般 質 問

学校設備の充実を

原
田

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
で
小
中
学
校
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
整
備
さ
れ

た
が
、
机
が
旧
規
格
で
は

教
科
書
と
端
末
を
同
時
に

扱
う
に
は
狭
く
、
新
規
格

の
机
が
必
要
で
あ
る
。
文

部
科
学
省
は
、
普
通
教
室

の
面
積
を
広
げ
る
よ
う
、

来
年
度
予
算
の
概
算
要
求

に
財
政
支
援
を
盛
り
込
む

予
定
で
あ
る
。
本
町
の
小

中
学
校
に
整
備
さ
れ
て
い

る
机
は
新
規
格
か
、
ま
た

教
室
の
広
さ
は
ど
う
か
。

教
育
長

　
机
は
概
ね
新

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
で

あ
る
。
教
室
の

広
さ
は
中
学
校

が
76
・
５
㎡
、

小
学
校
は
８
割

が
65
㎡
未
満
で

あ
る
。
教
室
内

に
端
末
保
管
庫

を
設
置
し
て
お

り
、
電
子
黒
板

な
ど
の
電
子
機

器
の
整
備
を
想

定
す
る
と
狭
く

原
はら

田
だ

　公
きみ

夫
お

　議員

な
る
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
可
能
な
範
囲
で
机
や
教

室
の
拡
張
や
省
ス
ペ
ー
ス

化
を
図
る
。

原
田

　
教
室
の
拡
張
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
検
討
し
て
い

る
か
。

教
育
長

　
法
的
、
技
術
的
に
可
能

な
ら
ば
、
麻
生
小
学
校
を

例
と
し
て
廊
下
と
教
室
の

一
体
化
を
含
め
検
討
し
て

い
く
。

原
田

　
昨
年
の
「
農
林
業
セ
ン

サ
ス
」
に
よ
る
と
、
農
業

を
主
な
仕
事
と
す
る
基
幹

的
農
業
従
事
者
は
約
１
３

６
万
人
と
減
少
し
、
７
割

近
く
が
65
歳
以
上
で
あ

る
。
農
家
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
が
続
く
中
、
本

町
で
の
自
動
運
転
の
農
機

２
万
円
の
う
ち
約
４
１
１

万
円
の
支
援
を
行
っ
た
。

今
年
度
は
農
家
の
自
主
的

取
り
組
み
と
し
て
、
ド

ロ
ー
ン
の
水
田
防
除
が

あ
っ
た
。
人
・
農
地
プ
ラ

ン
は
平
成
24
年
度
に
麻

生
・
宮
内
・
砥
部
・
広
田

地
区
で
作
成
し
、
プ
ラ
ン

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

教育長／新JIS規格の机は整備済み
　　　　教室の拡張等は可能な範囲で検討

町長／人・農地プランの実質化は
今年度完了見込み　

人・農地プランの作成状況は

な
ど
最
新
技
術
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

状
況
及
び
支
援
状
況
は
、

ま
た
農
地
の
集
約
化
に
欠

か
せ
な
い
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
の
作
成
は
。

町
長

　
昨
年
度
は
自
動
灌
水
設

備
２
件
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
自
動
巻
き
上
げ
機
１

件
、
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機

１
件
の
導
入
が
あ
っ
た
。

国
・
県
・
町
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
事
業
費
５
７

とべ議会だより
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新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
机
。
狭
い
な
あ
！

ラジコン草刈機



一 般 質 問

シニアカー等の購入に対する
補助制度の創設は

町長／現在のところ考えていない

木
下

　
本
町
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
、
４
月
１
日
現
在

６
９
７
６
人
、
高
齢
化
率

33
・
84
％
で
あ
る
。
今
後

さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
①
運
転
が
で
き
な
い

②
免
許
証
を
自
主
返
納
し

た
③
自
動
車
を
所
有
し
て

い
な
い
、
以
上
の
条
件
を

満
た
す
満
65
歳
以
上
の
人

で
、
外
出
が
困
難
な
人
に

対
し
、
シ
ニ
ア
カ
ー
購
入

の
一
部
補
助
を
検
討
で
き

な
い
か
。

町
長

　
現
在
、
シ
ニ
ア
カ
ー
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
人
に
対
し

て
、
福
祉
用
具
貸
与
と
し

て
助
成
し
て
お
り
、
６
月

末
現
在
で
11
名
が
利
用
し

て
い
る
。
町
内
に
お
け
る

シ
ニ
ア
カ
ー
は
、
８
月
26

日
現
在
で
39
台
あ
り
、
そ

れ
ほ
ど
普
及
が
進
ん
で
い

る
と
は
言
え
な
い
。
安
全

面
で
の
懸
念
か
ら
、
免
許

返
納
後
の
移
動
手
段
と
し

て
選
択
さ
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
介

木
きの

下
した

敬
けい

二
じ

郎
ろう

　議員

護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
高
齢
者
へ
の
助
成

が
歩
行
機
能
の
低
下
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
か

ら
も
、
シ
ニ
ア
カ
ー
等
の

購
入
の
補
助
は
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

木
下

　
本
町
の
免
許
証
の
自
主

返
納
者
は
ど
の
程
度
い
る

の
か
。
ま
た
、
相
談
や
要

望
等
は
な
い
か
。

介
護
福
祉
課
長

　
平
成
30
年
度
が
96
人
、

令
和
元
年
度
が
99
人
、
令

和
２
年
度
が
１
０
８
人
と

年
々
増
加
し
て
い
る
。
相

談
や
要
望
は
あ
ま
り
な
い
。

木
下

　
と
べ
温
泉
行
き
バ
ス
の

ル
ー
ト
見
直
し
に
よ
り
、

買
い
物
や
通
院
が
大
変
便

利
に
な
っ
た
。
さ
ら
な
る

利
便
性
の
向
上
及
び
移
動

困
難
者
の
解
消
に
向
け
、

バ
ス
の
増
便
や
停
留
所
増

行
し
て
い
る
の
で
、
広
く

周
知
し
た
い
。
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

は
、
次
期
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
を
策
定
す
る

令
和
６
年
度
に
実
施
予
定

で
あ
る
。

木
下

　
住
宅
地
の
多
く
は
高
台

に
あ
り
、
バ
ス
停
が
遠
い

人
や
、
坂
道
が
多
く
バ
ス

を
利
用
で
き
な
い
人
も
い

る
。
ま
た
、
の
り
あ
い
タ

ク
シ
ー
の
利
用
は
同
一
地

域
内
の
移
動
に
限
定
さ

れ
、
地
域
を
ま
た
ぐ
利
用

が
で
き
な
い
な
ど
利
用
条

件
が
多
く
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。

町
長
／
柔
軟
に
対
応
し
た
い

と
べ
温
泉
行
き
バ
ス
の
増
便　
　

　
　
　
　

及
び
停
留
所
の
増
設
は

設
の
要
望
が
あ
っ
た
場

合
、
ル
ー
ト
見
直
し
や
停

留
所
増
設
は
可
能
か
、
ま

た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
し
て
は
。

町
長

　
と
べ
温
泉
行
き
バ
ス
は

今
年
度
か
ら
、
松
山
市
へ

の
移
動
の
利
便
性
向
上
及

び
買
い
物
や
通
院
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
ル
ー
ト
の

延
長
を
行
っ
た
。
ル
ー
ト

の
見
直
し
や
増
便
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
度
末
ま

で
実
証
運
行
と
し
て
い
る

た
め
予
定
は
な
い
が
、
現

在
の
ル
ー
ト
上
で
の
停
留

所
の
新
設
・
増
設
に
つ
い

て
は
、
交
通
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
範
囲
で
柔
軟
に

対
応
し
た
い
。
民
間
事
業

者
の
バ
ス
停
ま
で
の
移
動

が
困
難
な
高
齢
者
に
は
、

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
も
運
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と
べ
温
泉
行
き
バ
ス


